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よくお読みください

保管用
矢崎化工株式会社

寸胴型便器・壁面取付対応

取扱説明書

販 売 店 様：この説明書は必ずお客様に説明してからお渡しください。
ご利用者様：使用前にこの説明書を必ずお読みになり大切に保管してください。
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！安全に関する表示	 	 	 	 　	※いずれも安全に関する内容ですので必ず守ってください。

誤った使用をされた場合、「死亡や重傷につながる
可能性がある」内容を警告しています。

禁止
してはいけない内容です。

誤った使用をされた場合、「傷害や財産への損害に
つながる可能性がある」内容を注意しています。 必ず守る

必ず守っていただく内容です。

1. 使用上のご注意

警告

禁止

	●トイレでの立ち座り動作補助や座位保持以外の用途では使用しない。
子供の遊具等、目的以外の使用をすると事故やケガの原因になります。

	●使用の際はアームレストを便器前方へ引っ張らない。　
製品の外れや破損により転倒、ケガをするおそれがあります。 

アームレスト

	●車いす等から移乗の際に、転倒のおそれがある方は使用しない。
移乗の際にアームレスト等をつかみ、本体を引っ張ると本体が便器、壁面から外れるおそれがあり大変危険です。
移乗の際は介護者が付き添うなど、安全に十分配慮してご使用ください。

	●立ち座り動作を行う際には、片側のアームレストに全体重をかけない。　
製品の外れや破損により転倒、ケガをするおそれがあります。

	●アームレストの上に乗ったり、ぶら下がったり、よりかかったりしない。　
製品の外れや破損により転倒、ケガをするおそれがあります。  

	●アームレストをはね上げた状態で手すりとして使用しない。　
はね上げた状態ではロックはかかりません。製品の外れや破損により転倒、ケガをするおそれがあります。

	●手やアームレストが濡れた状態で使用しない。
滑って転倒しケガをするおそれがあります。必ず水分を拭き取ってからご使用ください。

	●製品が破損、または正常な状態でないときは絶対に使用しない。
ねじ等のゆるみ、便器、壁面への固定が不十分な状態で使用すると破損や事故、ケガの原因になります。

	●体重が100kg以上の方は使用しない。
製品の外れや破損により転倒、ケガをするおそれがあります。    

	●予測できない行動をとる・自力で危険な状態から回避することができない利用者は使用しない。
利用者の心身の状態や利用環境により、製品と便器、壁等のすき間に身体の一部を入れる可能性があり、場合によっては生命に
関わる重大事故につながるおそれがあります。予測できない行動をとられる利用者 ( 認知症など ) や、自力で危険な状態から
回避することができない利用者 ( 認知症など ) につきましては、ご使用を控えてください。

必ず守る

	●立ち座り動作を行う際には、アームレストを下に押す動作で使用する。
製品の外れや破損により転倒、ケガをするおそれがあります。

	●使用に際しては、利用者の身体の状態により介護者が付き添うなど、安全には十分な配慮をする。
お買い上げの販売店または医師や介護士、ケアマネジャーなど専門家に相談することをお勧めします。

	●利用者の健康状態や体調が変化した場合は直ちに使用を中止する。
ご使用を再開される場合は医師や介護士、ケアマネジャーなど専門家に相談してください。

	●使用前には毎回必ず製品にガタつきがないことを確認する。　　　　　　　　　　　　　　　
取付けが不安定な状態で使用すると破損や事故、ケガの原因になります。

	●使用中にガタつきが発生した場合には直ちに使用を中止し、お買い上げの販売店に相談する。
取付けが不安定な状態で使用すると破損や事故、ケガの原因になります。
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注意

禁止

	●アームレストをはね上げた状態から下げる際
には回転部やアームレストとレバーのすき間に
指を入れない。
指をはさみケガをするおそれがあります。

アームレストとレバーのすき間回転部のすき間

レバー

	●アームレストの高さ調整を行う際、スライド部分を掴んだり、スタンドスライド部上端に手を置かない。
手・指をはさみケガをするおそれがあります。高さ調整はアームレストを持って行ってください。

必ず守る

	●使用の際は介護者が利用者の状態（安全に使用できる状態にあるか）を確認する。
利用者の健康状態や体調が変化した場合には、お買い上げの販売店または医師や介護士、ケアマネジャーなど専門家に
相談してください。
ご使用の際は介護者が付き添って使用することをお勧めします。ご使用に合わない場合は直ちにご使用をおやめください。

	●定期点検（推奨点検期間１カ月ごと）を行う。
定期的に点検を行い、ガタつき・ねじやハンドルなどのゆるみ・部品の破損・その他異常がないことを確認してください。
(「8. ご使用前の確認」参照） 

	●製品に異常を見つけた場合は使用を中止する。
正しく設置できない場合や機能を損なう状態の場合は直ちにご使用を中止し、お買い上げの販売店にご連絡ください。

2. ご使用方法
2-1.	ご使用方法
トイレへの立ち座りにおける動作補助、排せつ時の座位保持に
ご使用ください。

立ち座りの動作補助 排せつ時の座位保持

2-2.	アームレストのはね上げ方法

上げる
オレンジ色のレバーを上方向に押し上げながら、アームレストを
はね上げます。

レバー

アームレスト
先端を持って
下げる上げる

下げる

下げる
レバーを押す必要はありません。アームレスト先端を持って下げます。
一番下まで下げると自動でロックが掛かります。

注意

禁止

	●アームレストを下げる
際にはアームレストと
レバーのすき間に指を
入れない。
指をはさみケガをするおそれが
あります。

レバー
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3. 設置上のご注意

警告

禁止

	●弊社製品と他社製品を組み合わせない。
破損やケガの原因になります。また、他社製品と組み合わせた製作物の安全は保証できません。

	●改造・加工は絶対に行わない。
事故の原因になります。

	●取付可能な洋式便器・壁面以外に取り付けない。（「6. 取付可能な便器・壁面」 参照）
取付けが不安定な状態で使用すると破損や事故、ケガの原因になります。

	●トイレマットの上に設置をしない。
取付けが不安定な状態で使用すると破損や事故、ケガの原因になります。

必ず守る

	●設置後、ガタつき・ねじやハンドルなどのゆるみ・締め忘れがないことを必ず確認する。
取付けが不安定な場合は「8. ご使用前の確認」をご確認ください。
取付けが不安定な状態で使用すると破損や事故、ケガの原因になります。

	●便器側に固定する際は便器が床にしっかりと固定されているか確認する。
（本製品はポータブルトイレで使用できません）

取付けが不安定な状態で使用すると破損や事故、ケガの原因になります。

	●床が老朽化などにより強度がない場合は取り付けない。
床自体に強度がない場合は荷重により床が沈んだり、便器との隙間を発生させ、便器・床・下水管等の破損の原因になります。
また、取付けが不安定な状態で使用すると破損や事故、ケガの原因になります。

	●便器に固定する際はクッションリングを便器にすき間
なくあてた状態で取り付ける。

（「7. 設置手順」参照）
取付けが不安定な状態で使用すると破損や事故、ケガの原因になります。 クッションリング

注意

禁止

	●各ハンドルは工具を使用して締め付けない。
破損するおそれがあります。

	●屋外や直射日光の当たる場所では使用しない。
金属部分が熱くなり火傷の原因になります。変質・軟化・変形または破損するおそれがあります。

必ず守る

	●組み立て、高さ調整などの設置は納入業者が行う。

	●クッションフロア材の床やビニールクロス材の壁（塩化ビニル製）などに長時間設置すると　
それらの素材にへこみや色移りする場合があるので、注意する。

	●定期的にガタつき・ねじやハンドルなどのゆるみ・部品の破損がないことを確認する。
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4. 仕様
単位：cm

品 名 トイレ用たちあっぷⅡ

品 番 CKJ-02

カ ラ ー ライトベージュ (LBG)

質　　  量 7.1kg

利用者体重 100kg 以下

5. 各種部品表

　※部品が揃っていない、または破損している場合は直ちにお買い上げの販売店へご連絡ください。

名称 部品図 材質

アームレストスタンドセット

 左右兼用　２台   

アームレスト：発泡樹脂

フレーム：アルミ

はね上げ解除金具：

ステンレス、軟質樹脂

調整ハンドル：ステンレス、樹脂

キャップ、嵌合部：樹脂、合成ゴム

トイレ固定用アングルⅡ

左右 1 セット  

アルミ、ゴム、樹脂

ステンレス、軟質樹脂

横幅調整パイプセット ステンレス、樹脂、合成ゴム

固定キャップ

左右兼用　２個

樹脂
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6. 取付可能な便器・壁面

● CKJ-02（トイレ固定用アングルⅡ）は便器を挟み込む固定と壁面へ突っ張る固定の２通りの取付けができます。　
●ご使用前に取付け可能な便器・壁面であるか、ご確認ください。

■便器側への取付け
●	便器後方に丸み・凹みがない便器 ●	便器後方に丸み・凹みがある便器

取付可能！

220～420mm

取付できない

・便器後方の挟み込み部分に凹み部分がないタンクレストイレ便器などに
   取り付けできます。　
・樹脂製便器や挟み込み部分が樹脂カバーと干渉する場合は便器側への
  取り付けできません。
・ 取付け可能な便器の幅は 220 ～ 420mm( 便器後側の取付位置の幅 )です。

・便器後方に向け丸みや凹みがある便器には
  取り付けできません。
・トイレ固定用アングルセット (CKJ-B) を
  ご使用ください。 CKJ-B

操作パネルが長い温水洗浄便座をお使いの場合

●	操作パネルの厚みが中央から260mm以下 ●	操作パネルの厚みが中央から260mm以上

取付可能！

18
0m
m
以
下

260mm以下

取付できない
場合がある！

18
0m
m
以
下

260mm以上

便器先端より 180mm 以下の範囲内にある長い操作パネルで、
便器中央より260mm以下の厚みがある場合取り付けできます。

便器先端より180mm 以下の範囲内にある長い操作パネルで、便器中央より
260mm以上の厚みがある場合取り付けできない可能性があります。

■壁面側への取付け
●取付け可能な壁の幅は 730 ～ 900mm( 壁から壁の幅 )
●主にクロスやタイルなどの壁に取付けが可能です。
●下記の壁には取付けできません。

警告

禁止

	●砂壁、土壁は表面が崩れやすいため設置しない。
壁表面が崩れ、製品がズレることにより転倒、ケガをするおそれがあります。

	●設置面に段差や凹凸がある壁は設置が不十分となるため設置しない。
製品の外れにより転倒、ケガをするおそれがあります。

	●壁面にひび割れや深い傷などがある場合は設置しない。
壁の破損や製品の外れにより転倒、ケガをするおそれがあります。

	●壁面が劣化していたり、壁面強度が低下している壁には設置しない。
壁の破損や製品の外れにより転倒、ケガをするおそれがあります。

設置箇所の確認
①床に十分強度があることを確認し、取付けを行ってください。
　老朽化などで床に強度がない場合は荷重により床が沈んだり、便器との隙間を
　発生させ、便器・床・下水管等の破損の原因になります。
　また、取付けが不安定になるため、事故やケガの原因になります。
②設置前には製品が取り付けられる箇所の汚れを雑巾などで取り除いてから
　取付けをしてください。( 水分が付着した場合は乾拭きしてください。)
③クッションフロア材の床、ビニールクロス材 ( 塩化ビニル製など ) の壁に
　ご使用の場合、長期間設置していると色移り(移行) 現象により表面が変色
　する場合があります。
④床や壁などに長期間設置していると設置面に多少の凹みが発生したり、
　未設置部分との汚れの差で色の違いが発生する場合があります。
⑤壁面に長期間設置していると壁面の材質によってはゴム部分に壁紙がはり
　つく場合があります。

設置箇所

壁取付面
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7. 設置手順

横幅メモリが太い矢印     の位置まで入っている時、
手すり幅が 550mm(内寸480mｍ)で標準位置となります。
これを基準に利用者の体格、使用状況に合わせ横幅
設定を行ってください。
( 設置範囲は 450 ～ 600mm です )

横幅調整の最大寸法は 600mm です。
太い矢印    の位置にパイプの端部が揃った
場合となります。 横から見た横幅調整パイプが床面と平行に

なるように取付けてください。

ハンドル部分
拡大図（正面）

平行

ポイント② ポイント③ポイント①

側面図
ハンドル部分
拡大図（正面）

横幅メモリ

横幅調整パイプ

横幅調整ハンドル

横幅調整ハンドルを締め付ける ( またはゆるめる）
際は、横幅調整金具セットを押さえながら
行ってください。

手すり幅 (標準位置 550mm)

標準幅位置 最大幅位置 横幅調整パイプの基準向き

横幅調整金具セット

横幅調整パイプ

横幅メモリ
(基本位置)

アームレストスタンドセット

ポイント④ 取付け高さ

図7-2-1

図 7-2-2

※必ず左右対称になるように差し込んでください。
アームレストスタンドセット

トイレ固定用ハンドル アジャスターA

調整ツマミ

トイレ固定用アングルⅡ

高さ調整金具セットの上端がアームレスト
スタンドセットの高さメモリの位置にある
ことを確認してから、トイレ固定用アングルⅡ
を差し込んでください。
(開梱時は図の位置にあります )
ただし壁面の形状により取付面に段差などが
干渉する場合には高さを調整し、安全な位置
に設定してください。

高さメモリ

高さ調整金具セット

トイレ固定用ハンドル
を根元に移動させます。

アジャスターBを
根元に移動させます。

調整ツマミを両端に
移動させます。

トイレ固定用ハンドルと調整ツマミを矢印の方向に回転させて
図７-2-1 の通りセッティングしてください。

2１ ３

アジャスターB

便器を挟み込む固定 壁面へ突っ張る固定

7-1.	アームレストスタンドセットと横幅調整パイプの組立て　
7-1-1 横幅調整ハンドルをゆるめてから横幅調整パイプを

アームレストスタンドセットに差し込みます。
横幅調整金具セットを押さえながら横幅調整ハンドルを
締め付けて固定してください。

7-1-2 ポイント①②③をご参照いただき利用者に合わせて横幅を調整します。
　　    調整後、横幅調整ハンドルを締め付けて固定をしてください。

7-2.	トイレ固定用アングルⅡをアームレストスタンドセットに差し込む
7-2-1 トイレ固定用ハンドル、調整ツマミを矢印の方向に回転させ、図の位置まで移動させます。
7-2-2 その後、固定の仕方にあわせてアームレストスタンドセットに差し込んでください。

●ここでは便器を挟み込む固定を基本に説明します。
●壁面への固定はトイレ固定用アングルⅡの差し込み方法を逆にすることで同様の取付方法にて設置ができます。

　※組み立て、高さ調節などの設置は納入業者が行ってください。
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7-3.	クッションリングと横幅調整ハンドルの調整
本体を、両側のクッションリングが便器の先端に当たる位置まで、便器正面から押し付けます。

ポイント⑦ポイント⑥

設置位置に置いた際、スタンドのベース
と床の間にガタつきが発生した場合は、
一度横幅調整ハンドルをゆるめ、左右の
スタンドをそれぞれ設置面に馴染ませて
から横幅調整ハンドルを締付けて調整
してください。

2個のクッションリングを便器とすき間
が空かないように押し付けてください。
通常クッションリング間は左右のセンター
位置で 10cm を基準にしますが、便器
に当たらない場合は調整してください。

便器にクッションリングを押し付ける際、
図のようにリングの厚さが薄い方が当たる
ようにしてください。

ガ
タ
ガ
タ

横幅調整パイプ

便器断面パイプ
断面厚

薄

ポイント⑤

横幅調整ハンドル

スタンドベース

クッションリング

クッションリング

10cm

7-4.	トイレ固定用アングルⅡの調整
7-4-1 トイレ固定用アングルⅡのアジャスター A が便器 ( 壁面 ) 形状に沿って当たる位置まで移動させます。→「ポイント⑧⑨」参照
7-4-2 アジャスターＢを便器 ( 壁面 ) に当たる位置まで移動させ、その位置でパイプ部分が固定されるように調整ツマミを両側から挟み込み、

締め付けます。

ポイント⑨

アジャスター A は便器(壁面)形状に合わせ当たる
位置まで近づけていきますが、この時ゴム部の間に
あるすき間を後の締め付けシロとして 5mm 程度
残しておきます。

トイレ固定用アングルⅡ

図7-4-1

図 7-4-2

横幅調整ハンドル

アジャスター B

高さ調整
ハンドル B( 裏側 )

5mm程度

ポイント⑧

トイレ固定用アングルⅡを移動させる場合は図の
ようにアジャスター A を便器 ( 壁面 ) の形状に
合わせながら、パイプ部を持ち移動させてください。

調整ツマミ

押しつけた位置でパイプの位置が
固定されるよう①②の順に調整
ツマミをパイプ部に当たるまで
動かし、締付けてください。

便器(壁面)の形状に沿うように
当ててください。

便器(壁面)に当たるまで押し付けてください。

①②押しつけ
ながら
締付ける。

5mm程度

アジャスター A

便器挟み込み 壁面突っ張り

便
器

壁
面

便器を挟み込む固定の場合 壁面へ突っ張る固定の場合

※取り外す際は、吸盤部の
   ツメをつまんでください。
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7-4-3 トイレ固定用ハンドルを左右均等に締付け固定します。→「ポイント⑩」参照
※この時横幅調整ハンドルと高さ調整ハンドル B がしっかりと締められていることを確認してから、トイレ固定用ハンドルを
　締め付けてください。

左側

右側

図のように逆手でハンドルを握ると力が
入りやすくしっかりと締付けできます。

●便器側に取付けを行う場合 ポイント⑩

ポイント⑨で残したすき間が完全に埋まるまで、
締付けを行います。両側のすき間が埋まって
から均等に約半回転を目安に締付けてください。
締付ける際にすき間のＲ同士の位置が合うように
調整してください。Ｒの位置がズレているとガタ
つきが発生する原因となります。
締付けた後、アジャスターBがしっかりと便器
(壁面)に当たっていることを確認してください。
注意 :壁側への締付けは目安以上に締付けると

破損の恐れがあります。

R面が合わさるように押し付け、締付ける

図7-4-3

締
付
け

締
付
け

7-5.	クッションリングと便器の間にできたすき間の調整
7-4-3 でトイレ固定用ハンドルを締め付けると、便器形状や取付け方により便器とクッションリングの間にすき間が発生する場合があります。
すき間が発生した場合はクッションリングを図のように回転させ、すき間がなくなるように調整してください。

クッションリング
すき間

パイプ
断面

パイプ
断面調整

上方向に回転させ、
すき間がなくなる
ように調整します

回転

！
OK

！

クッションリング

便
器
断
面

便
器
断
面

すき間
！

7-6.	固定キャップの取付け
固定キャップをトイレ固定用ハンドルの下図の位置に取り付けます。
  （固定キャップの裏にある凸部を本体側の凹部に合わせ嵌め込みます。）

→便器側

・嵌め込んだとき、キャップ表面の「はずす▽しめる」の文字が締付けを行う方向に向くよう
  に取付けられているのが正しい向きとなります。
・固定キャップの裏の凸部が本体側の凹部にしっかりはまっていることを確認してください。

ポイント⑪

凸部

固定キャップ

トイレ固定用ハンドル

凹部

固定キャップの裏にある凸部を本体側の凹部に合わせて
嵌め込みます。

固定キャップ

壁側←

便器に取り付ける場合 壁面に取り付ける場合
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7-7.	アームレストの高さ調整
アームレストの高さは 5 段階（58・60.5・63・65.5・68cm）に調整できます（開梱時には標準位置の 63cm に設定されています。）
まず、高さ調整ハンドル A を取り外し、高さメモリとスタンドスライド部が重なる位置（5 段階）で調整します。
高さを合わせましたら、高さ調整ハンドル A をもとの穴に差し込み、締付け固定してください。

調
整

高さメモリ

アームレスト

スタンドスライド部上端

高さ調整ハンドルA

高さ調整ハンドルA

スタンドスライド部上端

注意

禁止

	●アームレストの高さ調整を行う際はスライド部分をつかんだり、
　	スタンドスライド部上端に手を置かない。　

手・指をはさみケガをするおそれがあります。高さ調整はアームレストを持って行ってください。

必ず守る

	●調整後、高さ調整ハンドル A がしっかりと締め付けられ、
　	アームレストにガタつきがないことを確認する。

取付けが不安定な状態で使用すると破損や事故、ケガの原因になります。

7-8.	ガタつき・調整箇所のゆるみがないか確認
最後に全体のガタつきや、ハンドルなどの全調整箇所のゆるみがないかを確認し (「8. ご使用前の確認」参照 )、設置の完了です。

注意

必ず守る

	●再調整を行った場合は、必ずもう一度設置手順に沿って締付けを行う。
取付完了後に横幅の再調整や便器の挟み込み部分の高さ調整などを行う場合は、トイレ固定用アングルⅡをゆるめ、 
もう一度設置手順に沿った締付けを行ってください。



チェック✓

チェック✓

チェック✓

チェック✓

②の確認へ

調整ツマミ、トイレ固定用ハンドルは
しっかりと締め付けられていますか？
（アジャスターA・Bがしっかりと
便器 (壁面 ) にあたっていますか？
P9「ポイント⑩」参照 )
→締付けがゆるい場合はしっかりと
　締め付けてください。
　

④

クッションリングと便器の間にすき間があいていませんか？
→クッションリングを回転させ、すき間を埋めてください。
　すき間が埋まらないほど離れている場合は再度設置を行う必要が
　あります。P8「7-3. クッションリングと横幅調整ハンドルの調整」から
　手順に沿って再設置をしてください。

⑤

③
高さ調整ハンドルBは
しっかりと締め付けられていますか？
→締付けがゆるい場合はしっかりと
　締め付けてください。

横幅調整ハンドルはしっかりと
締め付けられていますか？
→締付けがゆるい場合はしっかりと
　締め付けてください。

②

③の確認へ

④の確認へ

⑤の確認へ

高さ調整ハンドルAは
しっかりと締め付けられていますか？
→締付けがゆるい場合はしっかりと
　締め付けてください。

チェック✓
①
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！	設置完了後、また定期点検時 (推奨点検期間：1カ月ごと )に、ガタつき・調整箇所のゆるみ・部品の破損がないか確認してください。

図のようにアームレスト中央を持ち、
前後左右に軽く揺らし、ガタつきがないかチェックしてください。

■ 確認チェックは下記番号順に進めてください。
( 手順通りに進めないと固定が不十分になるおそれがあります。)

上記の確認をしても異常がある場合は、お買い上げの販売店またはレンタル事業者、ケアマネジャーにご相談ください。

8. ご使用前の確認

8-1.	ガタつきの確認方法

8-2.	調整箇所のゆるみ確認と対処方法



■ 北 海 道 支 店 福祉介護機器課 ■ 仙 台 支 店  福祉介護機器課 ■ 関 東 支 店 福祉介護機器課 ■ 東 京 支 店 福祉介護機器課

〒 072-0007　北海道美唄市東 6 条北 8-2-1
TEL 0126(63)4285　FAX 0126(63)4459

〒 981-1223　宮城県名取市下余田字中荷 280
TEL 022(382)2145　FAX 022(382)1099

〒 373-0823　群馬県太田市西矢島町 88
TEL 0276(38)1511　FAX 0276(38)3522

〒 359-0023　埼玉県所沢市東所沢和田 1-38-3
TEL 04(2944)7113　FAX 04(2944)7007

■ 神 奈 川 支 店 福祉介護機器課 ■ 静 岡 支 店  福祉介護機器課 ■ 名 古 屋 支 店 福祉介護機器課 ■ 大 阪 支 店 福祉介護機器課

〒 257-0024　神奈川県秦野市名古木 3-4
TEL 0463(81)4315　FAX 0463(81)4316

〒 422-8519　静岡県静岡市駿河区小鹿 2-24-1
TEL 054(286)1101　FAX 054(286)3988

〒 484-0963　愛知県犬山市字鶴池 48-2
TEL 0568(67)0111　FAX 0568(67)7219

〒 569-8551　大阪府高槻市大塚町 5-1-1
TEL 072(672)8440　FAX 072(673)8822

■ 広 島 支 店 福祉介護機器課 ■ 九 州 支 店 福祉介護機器課

〒 738-0042　広島県廿日市市地御前 1-7-17
TEL 0829(36)1111　FAX 0829(36)3890

〒 820-0702　福岡県飯塚市平塚 481-1
TEL 0948(72)0310　FAX 0948(72)4026

※製品改良のため、仕様・外観は予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

DW-227-02

矢崎化工株式会社

16062211

■ 本      社   福祉介護機器部

〒 422-8519　 静岡県静岡市駿河区小鹿 2-24-1

注意

禁止

	●酸性・塩素系洗剤は使用しない。
錆、変色、変質、塗装の剥がれ、または劣化による破損の
原因になります。

	●シンナー・ベンジン・クレゾールなどは使用しない。
変色・変質または劣化により破損するおそれがあります。

	●たわしや磨き粉などで磨かない。
傷がつくおそれがあります。

必ず守る
	●直射日光は避けて、陰干しする。

注意

必ず守る

	●定期的にガタつき・ねじやハンドルなどのゆるみ・
部品の破損・その他異常がないことを確認する。				
異常があった場合は、直ちに使用を中止し、お買い上げの
販売店へご相談ください。

9. お手入れ方法

9-1.	日常のお手入れ
 ● 水か中性洗剤を含ませた布を固く絞って拭いてください。

9-2.	点検
 ● 定期的に点検を行い、ガタつき・ねじやハンドルなどの
ゆるみ・部品の破損・その他異常がないことを確認して
ください。

9-3.	消毒方法
 ● 消毒は納入業者、または消毒施設のある業者に依頼して
ください。

 ● アルコール清拭消毒、逆性石鹸清拭消毒などを推奨します。
消毒後は、仕上げに水拭きをしてください。

 ● この製品に使用している素材の物性を考慮した消毒方法を
選択してください。( オゾンガスは使用すると品質が低下
する場合があります。)

 ● 塩素系の消毒液を使用する場合は、使用する消毒液の使用
方法及び使用上の注意に従い、希釈して使用し、仕上げに
水拭きをしてください。
( 参考：次亜塩素酸ナトリウム 6％水溶液なら
　　　 120 倍～ 300 倍程度に希釈 )

注意

禁止

	●ホルムアルデヒドガスは使用しない。
変質、破損するおそれがあります。

必ず守る

	●アルコール系の消毒液や逆性石鹸、塩素系の
消毒液が付着した場合は水拭きをし、製品表面に
消毒液が残らないようにする。
錆、変色、変質、塗装の剥がれの原因になります。

9-4.	保管方法
 ● 製品は直射日光の当たらない乾燥した常温の室内で保管
してください。

注意

必ず守る

	●製品は直射日光の当たらない乾燥した常温の　
室内で保管する。
高温多湿の場所で保管すると、変形、結合部の外れの原因に
なります。


